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学位論文等題目 〈論文〉 フランシス・プーランク「詩＝音楽」の具体化 
－歌曲集《画家の仕事》を通して 
 〈演奏〉 《Le Bestiaire ou cortège d'Orphée》(歌曲集《動物小話集あるい
はオルフェのお供》) 
 Ⅰ．Le dromadaire (ひとこぶラクダ) 
 Ⅱ．La chèvre du Thibet (チベットのヤギ) 
 Ⅲ．La sauterelle (イナゴ) 
 Ⅳ．Le dauphin (イルカ) 
 Ⅴ．L'écrevisse (ザリガニ) 
 Ⅵ．La carpe (コイ) 
Ce doux petit visage (その優しい小さな顔) 
Main dominée par le cœur (手は心の意のままに) 
La grenouillère (ラ・グルヌイエール) 
《Le travail du peintre 》(歌曲集《画家の仕事》) 
 Ⅰ．Pablo Picasso (パブロ・ピカソ) 
 Ⅱ．Marc chagall (マルク・シャガール) 
 Ⅲ．Georges Braque (ジョルジュ・ブラック) 
 Ⅳ．Juan Gris (フアン・グリス) 
 Ⅴ．Paul Klee (パウル・クレー) 
 Ⅵ．Joan Miró (ホアン・ミロ) 
 Ⅶ．Jacques Villon (ジャック・ヴィヨン) 
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （音楽学部） 永井 和子 
（副査） 東京藝術大学 准教授 （音楽学部） 菅 英三子 
（副査） 東京藝術大学 准教授 （音楽学部） 大森 晋輔 





「暗中模索の作品。鍵が錠前の中で回った。」これはフランシス・プーランクFrancis Poulenc (1899-1963) 
がポール・エリュアール Paul Eluard (1895-1952) の詩に初めて作曲した歌曲集≪五つの詩 Cinq poèmes
≫について語った言葉である。 
修士課程において歌曲集≪ある日ある夜 Tel jour telle nuit≫を研究したことをきっかけに、エリュア





















































    
 
写的かつ立体的なものであり、そこにこの作品の魅力があると結論を導き出している。またエリュアールの
詩の持つ静謐さとプーランクの詩に対する深い敬意を持った作曲の姿勢に演奏家として強い感動を受けてい
る。言葉の響きそのものが音の世界を形成しているとの受け留めである。この第４章の中でピカソ、エリュ
アールが自らの創造物を自己表現の手段のみに留めていたのではなく、常に現実と向かい合っていた芸術家
であったとの見解はこのプーランク研究で重みをもって位置付けられる。 
プーランク、エリュアールに対する深い想いや熱意が十分に伝わってくる研究であるが演奏家の立場から
のアプローチを打ち出した方がもっと説得力を増す論文になったであろう。また言葉の選び方や文章の不均
整、参考文献の引用の仕方や表記の不統一が見られ論文としての体裁を欠いているのは残念である。 
演奏、論文双方に於いてプーランクへの熱い想いが自身の個人的世界に深くのめり込んでいるように見受
けられる。しかしプーランク作品の魅力解明を真摯に究めた誠意ある論文である。 
